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低温実験室の思い出

伊 藤 順 吉

昭和30年 頃になって物理の実験的研 究に低温 が絶対に必要 な ものであるとい う認識が高ま り,当 時,

東北大学 の金研 に1台 のみあったヘ リウム液化機 を,そ の他の機関に も設置すべ きであるとい う要求 が

熾烈になった,そ こで,全 国的な規模では物性研 を作 ってそ こに全国共同利用の装置を設置す ることを

計画する一方,物 性の研究が比較的ま とま った形 で行われてい る大学 に専用の 液化機を入れることが考

え られた。わが阪大はその最右翼であった。

阪大の理学 部に於いては,仁 田先生が,化 学的な立場か ら出発 されたけれど も,物 性全般について大

きい熱意 を持 って澄 られ,物 理 と化学の間に位置する この方面を大いに伸ばすべ きで あると考え られて

いた。その熱意が実って,新 学科 とい う形'までは至らなかったけれ ども,物 理学科に少数 の講座増が認

め られ,こ れが物性関 係の拡 充にあて られた。 その他に化学教室 に も関先生が寿 られ,阪 大理学部では

物理 ・化学の枠をこえて,ヘ リウム液化機の設置が最重点の一 つと考え られていた。

当時は 今のよ うに文教関係の特別施設を作るのは容 易で なか った。'また,ヘ リウム液化機のよ うな ド

ルを必要 とす るものは一 般の枠では購入 が困難で あり,そ のために科学研 究費 中に,特 別設備 のための

枠 として機関研究費,ド ルを必要 とする もののための枠として輸入機械購入費 とい う部門があった。ま

た,丁 度,昭 和33年 度 か ら3ク 年の継続 として,機 関研 究費中に物 性の特別 の枠(今 の特定研 究のよ

うなもの)が 作 られることになったので,こ れ らの粋 を利用 してヘ リウム液化機と低温実験のための基

本的設備 を作 る計画をたて,永 宮先生その他の方 々が 中心 とな って文部省との交渉を開始 した。当時は

これ らの科研 費の部門は大学 での順位づけ がな され,し か もこれ が大 きく物 を言 った。 それ と同時に文

部省の意 向も(と くに輪入機械について)大 いに重視されていた。その頃には文部省には科学研 究の生

き字引 きのようなN研 究助成課長が取 りしきって訟 り,同 課長との話し合いがまとま り,阪 大 の低温関

係の設備は,輸 入機械の枠で液化機 を購入 し,3ク 年の物性の機関研 究費の枠 で研 究設備 をととのえよ

うとい うことにな つた。昭和33年 の輸入機械の枠 で1,300万 円ば か り,物 性の枠で全部で4,000

万 円ばか りの費用が3ク 年に分けて出され,同 時に中の島の理学部の裏に80坪 の建物の建築 も認 め ら

れて・極低温実験室 が発足 したのである。 この ように,科 研費の枠で低温実験室が出来たのは阪大が最

初で最後で あり,い わば文部省として もどう取 り扱 っていいか判 りかねた ものを・阪大の熱意とN課 長

のそれを受けて立つ裁量 とにょって,強 引に通 してしまった ものともいえ る。阪大以後の各大学におい

ては・阪大での実績を参考にして,特 別設備 として別途 の予算ですべて認め られ るよ うになった。

今で もよ く憶 えているが,全 く考えもしなか った事態が最初の年にお こつた。そ れは,生 き字引 きと

尊称 を冠 したN課 長が何 を考え違いしたのかヘ リウム液化機の中か ら回収装置 を全部予算から削除 して
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しまったのである。 これでは液化機は動かせない。N課 長とのす った もんだの交渉の結果,同 年度 に物

性の砕で配当された科研費の一部を品 目を変えて回収装置 にまわし,こ の分の物性の装置は次年度以降

で澄 ぎ家 うとい うことにな った。 これは今では全 く考え られない便宜的措置で,3年 先までの科研費 を

半ば約束 したことな どと併せて全 く異例の取 りあつかいであった。

話はさかのぼるが,1957年 に米国へ行 った機会に,液 化機の メー カ・一をたつねて色々打 合わせを

した。その時にMITを 訪 問して尾崎敏君 にいろいろお世話にな ったが,MITの 方 々を案内して もら

ってい る途 中にヘ リウム液化室の前に来たので,一 寸 見せてもら澄 うと中へ入 り,コ リンズ型 液化機の

発 明者 のPTof.Collinsが 澄 られれば話 しを聞 こうと思 って,丁 度居あわせたナッパ服 を着たオヂサン

にProf.Collinsは 知 られ るかと聞いた ら,私 がそ うだ とい う答で,唖 然 としたのであるが,Prof.

Collinsは 私 のたのみに対して,自 分の子供を 見せ るような態度で 自分が設計 した一つ一つの機械の特

徴,性 能 を話 された。MITの 大 きな液化室でのProf.Collinsの 面 白い体験 談と握手 した時の暖い

大 きな,現 場 の入の ような機械で汚れた手 を今 も思い出す。

豊 中へ移転 してか らは,移 転のと きに低温室の面積 を倍以上に増すことの交渉を文部 省にして認 めて

もらった以外は,全 部よ り若い皆 さんの努 力で ここまで立派になったのであ り,そ れらは記憶に新 しい

ことであるが,昔 の話は,も う私位 よ り詳 し く知 っている者 もな くなって きた。丁度,何 か書けと与え

られた機会に,昔 の ことなど思い出すまま に書いてみたのである。

今後 とも, .低温 に関係する方 々が,仲 よ く低温 センターを運営 し,そ れぞれの方 面で立派な業績 を上

げ られることを心か ら祈 っている。

(1976.12.20)
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